
宋
版
「
宗
鏡
録
」
「
中
阿
含
経
」
の
発
見

愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
蔵
鈴
鹿
文
庫
の
一
宝
典

加
　
藤
　
国
　
安

は
じ
め
に

　
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、
「
鈴
鹿
文
庫
」
と
称
さ
れ
る
文
化
財
七
千
四
百

余
点
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
委
細
に
つ
い
て
は
、
同
大
学
の
古
典
文
学
担
当
・

福
田
安
典
氏
（
現
教
授
）
の
「
愛
媛
大
学
鈴
鹿
文
庫
・
鈴
鹿
連
胤
関
係
資
料
に
つ

い
て
」
（
『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
第
二
八
号
　
二
〇
〇
二
）
に
譲
る
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ん
い
ん

い
ま
簡
単
に
紹
介
す
る
と
、
香
川
景
樹
門
下
の
歌
人
・
鈴
鹿
連
胤
（
一
七
九
五
～

一
八
七
〇
）
と
い
う
蔵
書
家
と
し
て
も
有
名
な
人
物
が
い
た
。
そ
の
連
胤
の
別
家
・

鈴
木
義
一
旧
蔵
書
の
多
く
が
、
戦
後
、
近
畿
日
本
鉄
道
に
よ
り
購
入
さ
れ
（
昭
和

一
＝
年
、
同
社
編
「
編
纂
室
蔵
書
目
録
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
）
、
昭
和
三
六
年

に
は
大
和
文
華
館
に
一
括
移
管
さ
れ
た
。
こ
れ
を
「
鈴
鹿
文
庫
」
と
い
う
。
一
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
し
ち

連
胤
の
重
宝
で
あ
る
鈴
鹿
三
七
氏
も
蔵
書
家
と
し
て
聞
こ
え
、
連
胤
以
来
の
蔵
書

を
有
し
、
京
都
大
学
で
国
文
学
を
専
攻
、
皇
学
館
教
授
な
ど
を
歴
任
。
関
西
書
誌

学
界
の
開
拓
者
と
称
え
ら
れ
た
が
、
昭
和
四
二
年
、
七
十
九
歳
で
逝
去
。
そ
の
夫

人
が
、
元
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
長
井
手
淳
二
郎
の
妹
と
い
う
縁
に
よ
り
、
三
七

氏
の
蔵
書
分
が
一
括
同
大
学
に
購
入
（
「
部
寄
贈
）
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

れ
が
「
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
蔵
鈴
鹿
文
庫
」
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
「
鈴

鹿
文
庫
」
は
、
二
つ
の
所
在
地
に
分
散
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
拙
稿
で
扱
う
の
は

後
者
の
方
で
あ
る
。

　
そ
の
概
要
だ
が
、
近
世
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
神
道
関
係
や
和
歌
・
物
語
・

随
筆
・
日
記
の
ほ
か
、
漢
籍
も
含
む
写
本
・
版
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は

岩
波
の
古
典
文
学
大
系
の
底
本
と
な
っ
た
「
大
和
物
語
」
や
、
近
世
の
有
職
故
実

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
な
み

の
基
本
資
料
で
あ
る
「
日
次
日
記
」
な
ど
の
稀
少
本
も
あ
り
、
か
ね
て
よ
り
専
門

家
ら
の
関
心
は
高
か
っ
た
。
し
か
し
、
地
方
に
あ
る
こ
と
や
閲
覧
の
制
限
な
ど
も

あ
っ
て
、
研
究
者
に
十
分
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
数
年
、

同
附
属
図
書
館
で
は
国
文
学
研
究
資
料
館
と
も
協
力
し
て
そ
の
整
理
・
保
存
に
努

め
る
か
た
わ
ら
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
化
を
推
進
し
一
般
公
開
に
腐
心
し
て
き

た
。
さ
ら
に
平
成
一
六
年
三
月
、
日
本
史
・
国
文
学
・
国
語
学
・
書
道
・
漢
文
学

関
係
の
研
究
者
九
人
か
ら
な
る
「
鈴
鹿
文
庫
」
目
録
専
門
部
会
を
発
足
さ
せ
、
本

格
的
に
活
動
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

　
部
会
長
は
、
前
述
の
福
田
助
教
授
（
当
時
）
が
当
た
ら
れ
た
。
私
が
仰
せ
つ
か

っ
た
の
は
漢
籍
の
調
査
で
あ
る
。
図
書
館
が
作
成
し
た
「
鈴
鹿
文
庫
一
覧
」
と
い

う
仮
目
録
で
は
、
「
漢
籍
」
に
分
類
さ
れ
る
の
は
二
十
七
点
あ
る
が
、
じ
つ
は
そ

れ
以
外
に
も
漢
籍
は
あ
り
、
た
と
え
ば
「
近
藤
篤
山
先
生
集
」
（
弘
化
四
年
　
星

輝
堂
主
人
）
と
い
う
写
本
も
あ
る
。
本
書
に
つ
い
て
は
、
以
前
、
拙
著
『
伊
予
の

陶
淵
明
　
近
藤
魚
町
』
（
研
文
出
版
　
二
〇
〇
四
）
で
取
り
上
げ
た
の
で
こ
こ
で

は
省
く
が
、
江
戸
期
に
刊
行
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
国
書
漢
籍
も
そ
れ
な
り
に
所
蔵
し

て
い
る
。
中
に
は
気
に
な
る
書
籍
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
福
田
部
会
長
が
と
く
に
気

に
さ
れ
た
の
は
、
か
ね
て
よ
り
宋
版
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
「
宗
要
録
」
「
中
門
含

経
」
の
確
認
作
業
だ
っ
た
。
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漢
籍
と
は
い
っ
て
も
、
論
者
の
専
門
と
す
る
漢
詩
文
集
で
は
な
い
。
勝
手
の
分

か
ら
ぬ
仏
典
で
あ
る
ゆ
え
、
は
じ
め
気
乗
り
は
し
な
か
っ
た
が
、
同
大
学
法
文
学

部
で
中
国
思
想
（
禅
関
係
）
を
専
門
と
す
る
邪
東
風
助
教
授
（
調
査
当
時
）
と
親

交
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
協
力
を
お
願
い
し
て
調
査
に
当
た
る
こ
と
と
し
た
の

で
あ
る
。
そ
の
結
果
を
以
下
に
ご
報
告
す
る
。

一
　
「
宗
鏡
録
」
巻
二
二
と
金
沢
文
庫

　
ま
ず
「
宗
鏡
録
」
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
書
名
は
、
「
す
ぎ
よ
う
ろ
く
」
と
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
み
ょ
う
え
ん
じ
ゅ

む
。
「
宗
鏡
録
」
は
、
中
国
の
五
代
十
国
の
呉
越
か
ら
北
宋
初
の
僧
、
永
明
延
寿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
つ
ぼ
う
ぎ
そ
ん

が
撰
し
た
仏
教
論
書
で
全
百
巻
、
九
六
一
年
の
成
立
で
あ
る
。
延
寿
は
雪
峯
義
存

　
　
　
　
　
　
す
い
ご
ん
り
ょ
う
ざ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
だ
い
と
く
し
ょ
う

の
弟
子
で
あ
る
翠
巌
令
参
の
も
と
で
出
家
し
、
天
台
徳
詔
の
嗣
法
と
な
っ
た
禅

僧
で
あ
る
。
本
書
は
、
そ
の
延
寿
の
主
著
で
あ
る
。
内
容
は
、
禅
宗
を
は
じ
め
と

し
て
唯
識
・
華
厳
・
天
台
の
各
宗
派
の
著
作
よ
り
そ
の
概
要
を
抜
粋
し
、
こ
れ
を

め
ぐ
っ
て
各
宗
の
学
僧
に
相
互
に
質
疑
応
答
さ
せ
、
最
終
的
に
は
「
心
宗
」
に
よ

っ
て
そ
の
統
合
を
は
か
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
延
寿
の
総
合
化
の

姿
勢
は
、
「
万
善
同
説
集
」
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
後
世
に
な
っ
て
「
禅

浄
双
形
」
「
教
禅
一
致
」
が
提
唱
さ
れ
た
時
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
『
大

正
新
脩
大
蔵
経
』
で
は
、
第
四
八
巻
「
諸
宗
部
」
五
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
愛
媛
大
学
蔵
鈴
鹿
文
庫
の
「
宗
予
習
」
は
、
そ
の
う
ち
の
巻
二
二
で
あ
る
。
で

は
鈴
鹿
三
七
氏
は
ど
こ
か
ら
こ
の
宋
版
を
入
手
し
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
今

回
、
は
じ
め
て
本
格
的
な
調
査
が
行
わ
れ
た
わ
け
だ
が
、
委
細
は
後
述
す
る
と
し

て
結
論
か
ら
い
え
ば
、
金
沢
文
庫
蔵
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
の
も
の
を
入
手
し
た

と
確
認
す
る
に
到
っ
た
。
い
つ
頃
、
鈴
鹿
三
七
氏
が
こ
の
宋
版
「
宗
祖
録
」
巻
二

二
を
入
手
し
た
の
か
だ
が
、
こ
れ
は
不
明
で
あ
る
。
今
言
え
る
の
は
、
昭
和
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き
や
す
し

発
行
の
「
書
誌
学
」
ニ
ノ
五
～
六
に
、
当
時
金
沢
文
庫
長
だ
っ
た
関
靖
博
士
の

「
金
沢
文
庫
書
誌
論
考
」
（
『
金
沢
文
庫
研
究
紀
要
』
第
二
号
　
の
ち
『
金
沢
文
庫

本
之
研
究
』
に
所
収
　
日
本
書
誌
学
大
系
十
九
　
青
堀
堂
書
店
　
昭
和
五
六
年
）

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
す
で
に
鈴
鹿
三
七
氏
所
蔵
の
宋
版
「
宗
鏡
録
」

巻
二
二
が
、
も
と
は
金
沢
文
庫
の
宋
版
「
宗
集
録
」
全
百
巻
の
一
部
だ
っ
た
と
言

及
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
昭
和
九
年
以
前
の
こ
と
で
あ
る
の
は
確

実
だ
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。

　
そ
の
金
沢
文
庫
と
は
ど
ん
な
図
書
館
か
。
周
知
の
こ
と
で
は
あ
る
が
概
述
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ね
と
き

お
く
。
す
な
わ
ち
鎌
倉
中
期
の
武
将
、
北
条
実
時
（
一
二
二
四
（
元
仁
元
年
）
～

一
二
七
六
（
建
治
二
年
）
）
が
建
設
し
た
武
家
の
私
設
文
庫
で
あ
る
。
北
条
実
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
き
む
ね

は
文
化
人
と
し
て
知
ら
れ
る
と
と
も
に
、
八
代
執
権
時
宗
の
補
佐
役
と
し
て
も
有

名
な
人
物
。
建
設
時
期
は
定
か
で
な
い
が
、
一
二
七
五
年
（
建
治
元
）
頃
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
み
ょ
う

い
か
と
さ
れ
る
。
北
条
氏
の
滅
亡
後
は
菩
提
寺
の
称
名
寺
が
管
理
を
引
き
継
い

だ
が
、
当
時
の
建
築
物
は
現
存
せ
ず
、
発
掘
調
査
と
当
時
の
記
録
か
ら
そ
の
位
置

が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
）
、
伊
藤
博
文
ら
に
よ
っ
て
金

沢
文
庫
が
再
建
さ
れ
た
が
、
関
東
大
震
災
で
焼
失
。
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
、

神
奈
川
県
の
運
営
す
る
文
化
施
設
と
し
て
復
興
さ
れ
た
。

　
次
に
、
こ
の
宋
版
「
形
蚕
録
」
全
百
巻
は
、
ど
う
し
て
金
沢
文
庫
に
収
め
ら
れ

た
の
か
だ
が
、
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
、
北
条
実
時
が
真
言
律
宗
の
称
名
寺
に

寄
進
し
た
こ
と
に
よ
る
。
以
来
、
七
四
五
年
の
歴
史
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
そ
の

北
条
実
時
は
、
ど
う
や
っ
て
こ
の
宋
版
「
宗
図
録
」
全
百
巻
を
入
手
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
あ

称
名
寺
第
二
代
長
老
の
劔
阿
の
筆
録
コ
切
経
表
白
文
」
に
よ
る
と
、
北
条
実
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
い
そ
ん

が
当
時
の
高
僧
だ
っ
た
奈
良
西
大
寺
の
叡
尊
長
老
の
鎌
倉
下
向
を
実
現
さ
せ
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ょ
う
し
ゅ
ん

め
に
、
常
陸
小
田
の
三
村
山
清
涼
院
の
住
僧
定
舜
を
中
国
に
入
宋
さ
せ
て
求
め

た
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
宋
版
「
宗
図
録
」
全
百
巻
は
、
そ
の
定
舜
が
将
来
し
た

コ
切
経
」
の
う
ち
の
一
部
な
の
で
あ
る
。

　
今
日
、
金
沢
文
庫
所
蔵
の
宋
版
一
切
経
は
、
平
成
五
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
本

格
的
な
調
査
が
行
わ
れ
、
一
〇
年
に
は
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い

る
。
そ
の
詳
し
い
調
査
結
果
は
、
「
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
保
管
宋
版
一
切
経
目
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録
」
（
一
九
九
八
）

あ
る
。

に
記
さ
れ
る
が
、
誤
植
も
少
な
く
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で

二
　
崇
寧
蔵
と
七
厘
蔵

　
当
時
、
中
国
か
ら
称
名
寺
に
将
来
さ
れ
た
宋
版
一
切
経
は
、
六
千
帖
を
超
え
る

数
量
だ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
現
在
、
金
沢
文
庫
蔵
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
ぜ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
げ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
し
け
い

そ
の
半
分
で
、
内
訳
は
福
州
東
禅
寺
版
を
中
心
に
、
沖
州
開
元
寺
版
・
湖
州
思
渓

版
で
、
計
三
、
一
〇
一
帖
〔
字
音
釈
二
二
九
帖
を
含
む
〕
あ
る
。
版
ご
と
に
帖
数

を
示
す
と
、

①
座
州
東
禅
寺
版

②
徳
業
開
元
寺
版

③
湖
州
円
覚
寺
書

す
う
ね
い

（
崇
武
蔵
）
　
九
七
八
帖

び
　
る

（
砒
盧
蔵
）
　
二
、
＝
六
帖

し
ふ
く

（
資
福
蔵
）
　
七
帖

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
金
沢
文
庫
の
一
切
経
は
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
和
版
・
写
本
も

加
え
て
三
種
五
類
で
構
成
さ
れ
る
全
三
、
四
八
六
帖
（
音
釈
を
含
む
）
で
あ
る
。

愛
媛
大
学
蔵
宋
版
「
宗
再
録
」
巻
二
二
は
、
こ
の
う
ち
②
開
元
寺
版
で
あ
る
。

　
そ
の
東
禅
寺
版
と
は
何
か
だ
が
、
宋
版
大
蔵
経
の
重
要
な
版
本
の
一
つ
な
の
で

は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
特
色
を
理
解
す
る
に
は
、
ま
ず
宋
版
大
蔵
経
の
概
略
を

知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
方
面
で
最
も
明
快
な
理
解
を
提
供
し
て
こ
ら
れ

た
の
は
、
竺
沙
雅
章
博
士
（
京
都
大
名
誉
教
授
）
で
あ
る
。
い
ま
博
士
の
「
宋
元

版
大
蔵
経
の
系
譜
」
（
『
宋
元
佛
教
文
化
史
研
究
』
汲
古
書
院
　
二
〇
〇
〇
）
を
も

と
に
概
説
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
「
大
蔵
経
」
と
い
う
の
は
、
文
献
上
は
中
国
の
階
代
か
ら
現
れ
て
く
る
言
葉
で
、

そ
れ
以
前
は
「
一
切
経
」
が
一
般
的
だ
っ
た
。
四
世
紀
頃
か
ら
写
経
が
徐
々
に
進

行
す
る
よ
う
に
な
り
、
五
世
紀
後
半
に
は
国
家
的
事
業
と
し
て
盛
ん
に
「
一
切
経
」

の
写
経
が
行
わ
れ
た
。
写
経
の
ス
タ
イ
ル
は
、
は
じ
め
一
行
が
一
六
字
～
二
二
字

と
幅
が
あ
っ
た
が
、
五
世
紀
末
に
は
ほ
ぼ
一
行
一
七
文
字
と
固
定
し
て
く
る
よ
う

に
な
る
。
唐
代
で
は
、
国
営
の
写
経
所
を
宮
廷
内
に
設
置
し
大
が
か
り
で
書
写
し
、

そ
れ
を
全
国
に
配
布
し
た
。
教
典
が
大
部
な
も
の
に
な
っ
て
く
る
と
、
当
然
目
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
し
ょ
う

が
必
要
に
な
る
。
そ
こ
で
道
宣
の
著
し
た
「
大
唐
内
典
録
」
や
、
智
昇
の
「
開

元
釈
教
録
」
が
登
場
す
る
。
こ
の
「
開
元
釈
教
録
」
は
開
元
一
八
年
に
著
さ
れ
た

も
の
で
、
計
五
、
〇
四
八
巻
四
八
○
秩
を
数
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
経
典
の
目
録

（「

^
録
」
と
い
う
）
が
完
成
。
こ
れ
よ
り
以
後
、
す
べ
て
の
仏
典
に
こ
の
巻
数

が
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
加
え
て
番
号
も
付
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
千
字
文

の
順
に
よ
り
、
「
天
地
玄
黄
、
宇
宙
洪
荒
」
と
い
う
ふ
う
に
、
秩
（
函
）
ご
と
に

漢
字
一
字
を
付
け
る
形
を
と
っ
た
。
こ
れ
を
「
千
字
文
秩
（
函
）
号
」
（
中
国
語

で
は
「
千
字
文
編
号
」
）
と
呼
ぶ
が
、
中
国
の
大
蔵
経
史
研
究
の
第
一
人
者
・
方

広
錆
氏
（
中
国
社
会
科
学
院
世
界
宗
教
研
究
所
教
授
、
現
在
は
上
海
師
範
大
学
教

授
）
に
よ
る
と
、
時
代
的
に
は
九
世
紀
の
晩
唐
頃
か
ら
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
『
八

－
十
世
紀
仏
教
大
蔵
経
史
』
一
九
九
一
）
。
た
だ
こ
の
「
千
字
文
峡
（
函
）
号
」

だ
が
、
版
本
の
種
類
に
よ
り
少
し
ず
つ
ず
れ
て
い
る
。
こ
の
ず
れ
に
着
目
し
た
の

が
竺
沙
博
士
だ
っ
た
。

　
重
代
、
大
蔵
経
の
印
刷
が
開
始
さ
れ
、
元
代
に
か
け
て
印
刷
さ
れ
た
大
蔵
経
は
、

計
一
〇
種
類
に
の
ぼ
る
。
そ
れ
を
ど
う
分
類
す
る
か
だ
が
、
今
日
、
竺
沙
博
士
の

も
の
が
最
も
有
効
な
説
明
と
さ
れ
て
い
る
。
博
士
は
版
式
（
一
行
何
字
か
、
巻
物

か
な
ど
）
や
千
字
文
番
号
の
違
い
に
よ
り
、
次
の
三
つ
の
群
に
分
け
る
。

、
第
一
類
蔵
経

　
毎
版
；
二
行
、
一
行
一
四
字
、
だ
い
た
い
は
巻
子
本
（
巻
軸
装
）
。
蜀
版
、

　
あ
る
い
は
勅
版
と
も
い
う
。
現
在
、
世
界
に
八
点
の
み
残
存
。
中
国
六
点
、

　
日
本
二
点
（
南
禅
寺
・
書
道
博
物
館
）
。
開
宝
五
年
（
九
七
二
）
か
ら
太

　
平
興
国
二
年
に
成
都
で
開
版
、
そ
の
版
木
が
太
平
興
国
八
年
（
九
八
三
）
、
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二
、

三
、

太
宗
皇
帝
に
進
呈
。
開
封
の
印
経
院
で
印
刷
さ
る
。
日
本
・
高
麗
に
も
下

賜
さ
る
。
秩
（
函
）
号
は
、
「
開
元
釈
教
録
思
出
」
よ
り
一
字
繰
り
上
げ
。

第
二
類
蔵
経

毎
版
二
七
～
二
八
行
、
］
行
一
七
字
、
巻
子
本
。
青
馬
は
、
「
開
元
釈
教

録
略
出
」
よ
り
一
字
繰
り
下
げ
。
契
丹
蔵
、
あ
る
い
は
遼
蔵
と
も
い
う
。

長
年
、
幻
の
大
蔵
経
と
見
な
さ
れ
て
き
た
が
、
一
九
七
四
年
、
山
西
の
応

県
の
佛
宮
寺
の
釈
迦
像
の
体
内
か
ら
一
〇
点
（
七
巻
と
も
一
二
点
と
も
い

う
）
の
駆
梅
が
発
見
。
こ
れ
は
開
宝
蔵
と
は
無
関
係
に
、
年
代
の
長
安
で

行
わ
れ
た
写
本
に
よ
り
燕
京
で
制
作
さ
れ
た
も
の
。

第
三
類
蔵
経

毎
版
三
〇
行
、
一
行
一
七
字
、
折
本
帖
（
回
折
装
）
。
秩
（
函
）
号
は
「
開

元
釈
教
録
略
出
」
と
同
じ
。
江
南
幽
霊
と
称
さ
れ
、
豊
州
の
二
種
類
（
東

禅
寺
版
・
開
元
寺
版
）
、
湖
州
の
思
渓
版
・
平
江
（
蘇
州
）
の
磧
砂
延
聖

禅
院
版
（
練
革
蔵
）
、
杭
州
の
普
寧
寺
版
な
ど
が
あ
る
。
日
宋
貿
易
や
日

元
貿
易
に
よ
り
、
わ
が
国
に
大
量
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
日
本
に
あ
る
宋
版

大
蔵
経
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
江
南
諸
蔵
版
で
あ
る
。

　
以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
東
禅
寺
版
に
即
し
て
見
て
い
こ
う
。
こ
れ
は
江
南
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
そ
う
　
　
げ
ん
ぽ
う

域
で
彫
印
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
最
初
の
も
の
で
、
北
宋
・
神
宗
の
元
豊
三
年
（
一

　
　
　
　
　
　
き
そ
う
　
　
せ
い
わ

○
八
○
）
か
ら
徽
宗
の
政
和
二
年
（
＝
一
二
）
に
い
た
る
三
十
余
年
の
間
に
、

　
　
　
は
く
ち
ょ
う
　
　
と
う
ぜ
ん
と
う
か
く
い
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
く
う
　
　
　
　
ち
ゅ
う
し
ん

細
身
の
白
鳥
山
東
禅
等
覚
院
で
、
住
持
の
慧
空
大
師
草
聖
の
発
願
の
も
と
、
官

僚
・
道
俗
ら
多
く
の
人
々
か
ら
浄
財
を
募
っ
て
私
版
の
一
切
経
と
し
て
開
版
さ
れ

た
。
そ
の
巻
数
は
五
千
七
百
余
巻
を
数
え
る
。

　
そ
の
書
型
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
一
紙
に
三
〇
行
ま
た
は
三
六
行
、
天
地
に
界

を
設
け
、
毎
行
一
七
字
詰
、
一
面
（
半
葉
）
六
行
の
折
本
帖
と
な
っ
て
い
る
。
巻

首
は
お
お
む
ね
「
中
州
東
禅
等
覚
院
住
持
…
…
」
の
書
き
出
し
で
始
ま
り
、
三
行

ま
た
は
四
行
か
ら
な
る
開
版
の
趣
旨
や
、
刊
行
の
年
次
を
明
示
し
た
「
題
記
」
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
和
州
版
の
特
色
で
あ
る
。
愛
媛
大
学
所
蔵
宋
版
「
中
阿

含
経
」
巻
五
六
は
、
こ
の
①
東
禅
寺
版
系
（
崇
三
蔵
）
で
あ
る
。

　
次
に
、
開
元
寺
版
だ
が
、
こ
れ
は
東
禅
寺
版
に
次
い
で
開
版
さ
れ
た
も
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
そ
う
　
　
し
ょ
う
こ
う

政
和
二
年
か
ら
南
宋
⊥
局
宗
の
紹
興
二
一
年
（
一
一
五
一
）
に
か
け
て
、
福
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
っ
う
　
　
　
　
ほ
ん
み
ょ
う

の
東
芝
山
開
元
寺
で
住
持
の
導
通
大
師
本
明
の
発
願
の
も
と
、
官
僚
や
僧
俗
ら

か
ら
浄
財
を
募
っ
て
着
工
さ
れ
た
。
像
型
の
行
款
は
東
禅
寺
版
と
同
じ
く
↓
紙
に

三
〇
行
、
毎
行
一
七
字
詰
、
一
面
六
行
の
折
本
帖
で
あ
る
。
ま
た
「
題
記
」
も
同

様
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
福
州
で
二
蔵
も
造
ら
れ
た
理
由
だ
が
、
当
時
、
こ
の
地
は

仏
国
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
仏
教
が
盛
ん
で
、
寺
院
が
豊
か
な
財
政
基
盤
を
有
し
て
い

た
こ
と
等
に
よ
る
。

　
た
だ
し
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
と
も
に
大
量
に
印
刷
さ
れ
た
た
め
版
木
の
摩

耗
が
い
ち
じ
る
し
く
、
紹
興
年
間
以
降
、
部
分
的
な
粗
刻
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
場

合
、
題
記
が
な
い
も
の
が
作
ら
れ
た
。
愛
媛
大
学
所
蔵
の
宋
版
「
宗
鏡
録
」
巻
二

二
は
こ
れ
に
あ
た
る
。
た
だ
叢
記
が
な
い
ゆ
え
に
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
の
区

別
が
つ
か
ず
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
版
の
可
能
性
も
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
金
沢
文
庫
蔵
の
宋
版
「
胃
鏡
録
」
全
百
巻
だ
が
、
こ
の
う
ち
巻
九
・

一
一
・
一
三
・
一
七
～
二
五
・
二
九
・
三
一
～
三
八
・
四
〇
～
四
二
・
四
四
・
四

六
・
四
七
・
四
九
・
五
二
・
五
七
～
六
一
・
六
四
・
六
五
・
六
七
・
七
〇
・
七

一
・
七
三
～
七
六
・
七
八
・
七
九
・
八
二
～
八
六
・
九
〇
・
九
一
・
九
三
・
九

五
・
九
六
・
九
八
・
九
九
は
欠
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
除
い
た
巻
数
を
所
蔵
す
る

が
、
同
文
庫
の
調
査
に
よ
り
す
べ
て
開
元
寺
版
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
で
は
、
愛
大
蔵
「
宗
収
録
」
は
、
本
当
に
開
元
寺
版
と
断
定
し
て
よ
い
の
か

ど
う
か
。
論
者
は
な
お
慎
重
に
調
査
を
進
め
て
い
っ
た
。

　
こ
れ
と
並
行
し
て
、
愛
大
の
邪
東
風
助
教
授
が
中
国
社
会
科
学
院
世
界
宗
教
研

究
所
の
心
遣
教
授
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
説
明
を
寄
せ
て
こ
ら

れ
た
の
で
、
以
下
に
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
（
原
文
、
中
国
語
）
。
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宋
版
「
宗
鏡
録
」
巻
二
二
は
、
「
崇
寧
静
」
に
引
き
続
い
て
早
上
で
彫
ら

れ
た
「
砒
豆
蔵
」
の
も
の
に
相
違
な
い
。
こ
の
巻
は
千
字
文
の
「
富
」
字
函

に
所
属
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
崇
寧
蔵
」
と
「
砒
盧
蔵
」
に
し
か
見
ら
れ

な
い
。
『
東
寺
経
蔵
一
切
経
目
録
』
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
「
崇
寧
蔵
」
の
「
宗

鏡
録
」
巻
二
二
は
、
大
観
元
年
（
一
一
〇
七
）
八
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
の

で
（
漁
七
　
P
八
一
九
）
、
か
り
に
「
崇
寧
蔵
」
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

巻
首
に
は
刻
版
の
題
記
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
宮
内
庁
図
書
寮
一

切
経
目
録
』
（
恥
六
　
P
七
八
六
）
を
調
べ
て
み
る
と
、
そ
の
「
富
」
字
函

に
は
こ
の
巻
が
あ
る
。
し
か
し
刻
版
の
題
記
は
な
い
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
経
巻

と
同
じ
で
あ
る
。

　
ま
た
宮
内
庁
図
書
寮
に
は
、
ほ
ぼ
完
備
す
る
「
砒
盧
蔵
」
を
一
セ
ッ
ト
保

存
し
て
い
る
。
巻
首
の
折
り
に
は
彫
刻
者
の
名
前
の
「
盈
」
字
が
あ
り
、
巻

末
の
折
り
に
は
彫
刻
者
の
名
前
の
「
元
」
字
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
他
の
「
砒

盧
蔵
」
本
に
登
場
す
る
刻
工
者
の
名
前
で
あ
る
。

　
ま
さ
に
竺
沙
博
士
の
千
字
文
秩
（
函
）
号
に
よ
る
分
類
が
い
か
に
有
効
で
あ
る

か
の
例
証
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
何
教
授
の
説
明
に
一
つ
補
足
す
る
な
ら

ば
、
な
ぜ
開
元
寺
版
を
砒
鷹
蔵
と
呼
ぶ
か
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
資
料
が

あ
る
。

　
福
州
開
元
禅
寺
住
持
伝
法
賜
紫
慧
通
大
師
了
一
、
謹
募
衆
縁
、
恭
為
今
上

皇
帝
祝
言
聖
寿
、
文
武
官
僚
資
崇
爵
位
、
圓
成
雛
造
「
砒
盧
大
蔵
経
」
板
一

副
。　

時
節
興
戊
辰
自
営
月
日
謹
題
。

　
こ
れ
は
「
大
周
嘉
定
衆
経
目
録
」
巻
↓
の
巻
首
の
右
記
だ
が
、
こ
の
砒
盧
蔵
は

巻
首
に
題
記
を
掲
げ
る
の
が
常
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
衆
縁
を
募
り
」
ま

た
今
上
皇
帝
の
「
聖
寿
の
延
び
ん
こ
と
を
祝
い
」
、
加
え
て
文
武
の
官
僚
ら
の
お

布
施
に
よ
り
、
こ
の
「
砒
盧
大
蔵
経
」
を
紹
興
戊
辰
（
一
八
　
一
一
四
八
〉
に
完

成
さ
せ
た
と
い
う
。

　
で
は
、
も
う
一
つ
の
「
崇
寧
蔵
」
と
は
何
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
何
梅
教
授

か
ら
丁
寧
な
ご
説
明
を
い
た
だ
い
た
。
少
し
長
い
が
引
用
す
る
（
原
文
、
中
国
語
）

　
現
存
の
宋
版
・
明
版
大
蔵
経
は
、
一
般
に
は
、
経
版
の
彫
刻
を
終
え
た
後

も
、
引
き
続
き
刊
行
し
て
経
典
を
新
し
く
編
入
し
た
り
、
あ
る
い
は
数
十
年

後
に
破
損
し
た
亜
麻
を
補
修
し
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
。
「
崇
拝
蔵
」
も
例

外
で
は
な
い
。

　
「
崇
寧
蔵
」
は
、
北
宋
の
元
豊
三
年
（
一
〇
八
○
）
か
ら
政
和
二
年
（
一

一
一
二
）
ま
で
刊
行
さ
れ
、
全
部
で
五
六
四
函
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
蔵

経
の
一
部
は
南
宋
の
建
炎
二
年
（
二
二
八
）
六
月
か
ら
三
年
（
＝
二
九
）

二
月
ま
で
と
、
紹
興
四
年
（
一
＝
二
四
）
と
同
二
六
年
（
一
一
五
六
）
に
補

っ
て
彫
刻
し
て
い
る
。
基
本
的
な
部
分
を
全
部
完
成
し
た
の
は
、
崇
寧
二
年

目一

黶
Z
三
）
で
あ
り
、
そ
の
時
「
崇
寧
万
寿
大
蔵
」
の
名
を
賜
っ
て
．
い
る
。

「
崇
寧
蔵
」
は
、
北
宋
の
嘉
祐
七
年
か
ら
里
並
の
淳
煕
三
年
ま
で
（
一
〇
六

二
～
＝
七
六
）
の
間
に
、
勅
命
に
よ
っ
て
新
た
に
編
入
を
許
可
さ
れ
た
禅

宗
と
天
台
宗
の
一
八
函
の
撰
述
を
引
き
続
き
刊
刻
し
た
。

　
「
崇
寧
蔵
」
刊
行
の
半
世
紀
後
、
経
版
が
す
で
に
破
損
し
て
し
ま
っ
た
の

で
、
南
宋
の
紹
興
二
六
年
か
ら
元
代
ま
で
に
破
損
し
た
経
版
に
つ
い
て
、
大

き
な
補
修
を
三
回
行
っ
た
。
第
一
回
は
紹
興
二
六
年
か
ら
二
八
年
ま
で
の
問

で
、
第
二
回
は
南
宋
の
寧
宗
の
慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）
前
後
で
、
北
京
国

家
図
書
館
所
蔵
「
韓
婆
沙
論
」
二
九
の
折
り
に
は
詔
貝
侍
郎
舎
」
、
「
慶
元
丙

辰
」
、
「
比
丘
法
悟
銭
開
板
」
の
字
が
あ
り
（
慶
元
丙
辰
の
明
確
な
年
代
は
、

私
が
考
察
し
た
と
き
に
発
見
し
た
も
の
。
す
で
に
李
倒
立
と
私
の
共
著
『
漢

文
仏
教
大
蔵
経
研
究
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
）
、
ア
メ
リ
カ
・
ハ
ー
バ
ー
ド
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燕
京
図
書
館
所
蔵
の
「
十
調
律
」
巻
一
三
の
折
り
に
は
「
鷺
烏
賞
侍
郎
舎
」
、

「
広
東
運
使
適
正
曾
塁
舎
」
の
字
が
あ
る
。

　
「
崇
寧
蔵
」
を
最
初
に
彫
刻
し
た
と
き
、
折
り
の
と
こ
ろ
に
は
千
字
文
の

函
号
・
巻
号
・
紙
の
枚
数
番
号
、
及
び
刻
工
者
名
な
ど
を
一
行
内
に
小
さ
な

文
字
で
記
し
、
巻
末
の
空
白
の
と
こ
ろ
に
は
用
紙
の
枚
数
及
び
商
工
者
名
・

印
刷
者
名
だ
け
を
刻
ん
だ
。
他
は
刻
ま
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
上
述

の
折
り
の
と
こ
ろ
に
刻
ま
れ
た
字
は
、
い
ず
れ
も
後
に
経
版
を
補
修
す
る
時

刻
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
第
三
回
の
補
修
は
元
の
至
治
元

年
か
ら
二
心
三
年
（
＝
二
二
一
～
＝
二
二
六
）
ま
で
の
間
で
あ
る
。
東
禅
寺

経
版
は
、
元
末
至
正
二
二
年
（
＝
二
六
二
）
に
兵
火
に
よ
っ
て
寺
と
と
も
に

破
損
し
て
し
ま
っ
た
。

　
ち
な
み
に
、
日
本
に
所
蔵
さ
れ
る
「
崇
寧
蔵
」
の
所
蔵
状
況
だ
が
、
『
東

寺
経
蔵
一
切
経
目
録
』
に
は
、
ほ
と
ん
ど
完
備
し
た
「
崇
寧
蔵
」
が
収
蔵
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
「
似
」
字
函
に
は
こ
の
経
巻
が
入
っ
て
い
る
。
ま

た
小
野
玄
妙
博
士
の
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
に
保
存
さ
れ
る
も
の
は
、
混
合

本
の
福
州
蔵
で
全
部
で
五
～
六
セ
ッ
ト
あ
り
、
収
蔵
す
る
と
こ
ろ
は
宮
内
庁

図
書
寮
・
京
都
上
醍
醐
・
高
野
山
勧
学
院
・
知
恩
院
な
ど
で
あ
る
。
ほ
か
に

南
禅
寺
・
京
都
の
教
王
護
国
寺
・
横
浜
の
金
沢
文
庫
・
同
朋
学
園
に
も
一
部

所
蔵
さ
れ
る
。
以
上
の
各
所
の
収
蔵
目
録
は
、
『
昭
和
法
宝
総
目
録
』
恥
六

－
恥
一
〇
、
恥
七
　
P
八
〇
四
に
見
ら
れ
る
。
中
国
国
内
に
現
存
す
る
「
崇

寧
蔵
」
経
巻
は
、
私
の
知
っ
て
い
る
限
り
で
は
一
〇
〇
巻
に
も
満
た
な
い
。

　
以
上
、
「
崇
斎
蔵
」
に
つ
い
て
の
何
年
の
知
見
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
後
日
、
方
広
錫
先
生
か
ら
も
輔
車
の
鑑
定
を
確
認
し
た
と
い
う
メ
ー
ル
を
い

た
だ
い
た
。
こ
れ
に
少
し
補
足
す
る
と
、
「
崇
寧
蔵
」
は
そ
の
行
款
（
文
字
の
書

写
や
排
列
形
式
な
ど
）
・
版
式
・
大
小
・
装
慎
な
ど
の
形
態
に
お
い
て
、
中
国
大

蔵
経
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
だ
が
、
惜
し
む
ら
く
は
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
中
国
国
内
に
は
伝
わ
ら
ず
、
主
に
日
本
に
伝
来
し
た
。
し
た
が
っ
て
中
国
か

ら
見
る
と
、
日
本
人
が
考
え
る
以
上
に
文
物
的
な
価
値
は
き
わ
め
て
高
い
。
今
日
、

国
際
的
な
学
術
交
流
の
場
で
の
研
究
が
不
可
欠
と
な
っ
て
き
て
い
る
所
以
で
あ

る
。　

崇
寧
蔵
が
刻
さ
れ
た
こ
の
東
禅
寺
等
覚
院
だ
が
、
史
書
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
は

き
わ
め
て
稀
で
、
わ
ず
か
に
宋
・
判
任
家
の
「
三
山
志
」
巻
三
三
（
『
宋
元
地
方

志
叢
書
』
第
十
二
冊
な
ど
に
収
録
）
に
、
「
（
梁
の
大
同
五
年
　
五
三
九
）
、
州
人

　
　
　
　
　
　
　
す

の
鄭
昭
勇
の
宅
を
掴
て
て
之
を
為
す
。
白
馬
山
上
に
在
り
旧
名
は
浄
土
。
…
皇
朝

の
大
中
祥
符
八
年
（
一
〇
一
五
）
、
号
を
東
禅
等
覚
と
賜
う
。
直
島
二
年
（
＝

〇
三
）
、
蔵
経
を
進
む
に
因
り
崇
寧
萬
歳
と
加
号
す
。
紹
興
一
〇
年
（
＝
四
〇
）
、

崇
寧
萬
歳
を
改
め
報
恩
廣
孝
と
為
す
」
と
記
す
。
ま
た
元
の
陳
高
の
撰
に
な
る
「
不

繋
舟
漁
集
」
所
収
「
重
壁
東
禅
報
恩
光
孝
寺
記
」
に
は
、
「
東
禅
は
三
州
城
東
三

百
歩
に
在
り
。
郭
に
椅
り
市
に
近
く
、
而
し
て
左
右
に
乃
ち
山
を
背
負
ひ
、
林
麓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う

は
遽
幽
に
し
て
、
是
れ
仙
佛
の
歯
す
る
所
に
宜
し
」
（
『
元
人
文
集
珍
本
叢
刊
』
）

と
記
さ
れ
る
。
文
献
上
は
こ
の
種
の
寺
院
史
の
み
で
大
蔵
経
の
印
刷
に
関
す
る
記

録
は
何
も
な
い
。

　
こ
の
問
の
経
緯
が
分
か
る
の
は
、
軍
鼓
蔵
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
」
巻
一
の
経

首
の
部
分
に
よ
る
。
今
そ
の
一
部
を
書
き
出
す
と
（
1
こ
の
部
分
の
全
文
が
、
李

詞
書
著
『
中
国
版
本
文
化
叢
書
　
仏
教
版
本
』
（
江
蘇
古
籍
出
版
社
　
二
〇
〇
二
）

な
ど
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
）
、

　
礼
部
員
外
郎
陳
陽
白
札
子
、
籍
見
朝
廷
近
降
指
揮
天
寧
節
天
下
州
軍
各
許

建
寺
、
以
崇
寧
為
額
、
新
誌
虚
日
、
三
訂
一
蔵
。
契
勘
大
蔵
経
、
唯
都
下
有

因
、
干
是
親
為
勧
首
、
干
福
州
東
禅
院
勧
請
車
篭
衆
縁
、
離
造
大
蔵
経
板
及

建
立
蔵
院
一
所
、
欲
乞
雲
斗
東
禅
院
生
以
崇
寧
萬
壽
大
蔵
為
名
、
候
指
揮
、

牒
。奉

勅
　
宜
賜
崇
寧
萬
壽
大
蔵
県
名
、
牒
至
准
勅
、
故
牒
。
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崇
寧
二
年
十
一
月
二
十
二
日
牒

　
朝
廷
は
天
寧
節
、
す
な
わ
ち
徽
宗
の
誕
生
日
で
あ
る
一
〇
月
一
〇
日
、
「
天
下

の
州
・
軍
」
（
1
宋
代
の
地
方
行
政
の
単
位
で
、
州
の
上
が
府
で
軍
の
下
が
県
・

鎮
に
な
る
）
に
寺
の
建
立
を
認
め
る
勅
令
を
出
し
、
崇
寧
年
間
を
か
ぎ
っ
て
造
営

が
成
っ
た
日
に
経
】
蔵
を
賜
う
と
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
大
蔵
経
は
開
封
府
の

「
開
宝
蔵
」
し
か
な
く
、
全
国
各
地
の
寺
院
の
求
め
に
は
対
応
で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
福
州
の
東
禅
院
の
僧
が
喜
捨
を
募
り
、
別
の
大
蔵
経
を
開
版
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ん
よ
う

な
っ
た
と
い
う
。
か
く
し
て
礼
部
員
外
郎
陳
陽
が
朝
廷
に
上
奏
し
て
、
東
禅
院
の

大
蔵
経
を
「
崇
寧
萬
壽
大
蔵
経
」
と
し
て
く
れ
る
よ
う
陳
情
し
た
の
に
対
し
て
、

朝
廷
が
こ
れ
を
許
し
、
そ
の
名
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
た
こ
の
記
述
に
よ
る

と
、
「
三
山
志
」
が
崇
寧
萬
歳
と
す
る
の
は
崇
論
著
壽
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
も
分

か
る
。

三

金
沢
文
庫
の
宋
版
＝
切
経
」
の
版
本
と
愛
大
蔵
「
宗
鏡
録
」

巻
二
二

　
で
は
、
称
名
寺
の
宋
版
一
切
経
は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
弘

長
元
年
（
一
二
六
一
）
、
北
条
実
時
か
ら
称
名
寺
に
寄
進
さ
れ
た
後
、
歴
代
の
住

職
お
よ
び
住
僧
ら
の
勉
学
用
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
活
用
。
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝

の
頃
ま
で
は
、
「
経
．
蔵
」
に
保
管
さ
れ
た
。
元
弘
三
年
（
＝
二
三
三
）
、
金
沢
の
北

条
一
門
は
鎌
倉
幕
府
と
と
も
に
滅
亡
す
る
が
、
称
名
寺
は
寺
領
を
安
堵
さ
れ
大
切

に
保
管
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
江
戸
後
期
の
文
政
元
年
頃
、
江
戸
の
豪
商
・
石
橋
氏
が
こ
れ
を
手
厚
く
保
護
し

修
復
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
石
橋
氏
だ
が
、
金
沢
文
庫
西
岡
芳
文
学
芸
課
長
に
お
尋

ね
す
る
と
、
浦
賀
で
取
引
を
し
て
い
た
茅
場
町
の
商
人
、
石
橋
弥
兵
な
る
人
物
と

の
こ
と
で
あ
る
。
修
理
を
請
け
負
っ
た
の
は
、
江
戸
坂
本
町
一
丁
目
の
木
代
藤
兵

　
　
　
　
き
ょ
マ
つ
　
じ

衛
と
い
う
経
師
で
あ
る
。
こ
の
時
、
天
地
が
裁
断
さ
れ
、
原
装
本
（
二
九
・
一

×
六
六
・
七
㎝
）
よ
り
寸
法
が
短
く
な
っ
た
。
こ
の
石
橋
氏
に
つ
い
て
、
愛
媛
大

学
の
宋
版
「
宗
鏡
録
」
巻
二
二
末
尾
に
、
元
金
沢
文
庫
館
長
関
靖
氏
の
自
筆
識
語

が
あ
る
。「

金
沢
文
庫
所
蔵
宋
版
一
切
経
之
一
部

者
也
　
金
沢
文
庫
長
関
靖
」

装
丁
謙
徳
川
末
骨
材
石
橋
氏
寄
進

　
こ
れ
は
昭
和
九
年
頃
、
関
氏
が
京
都
の
鈴
鹿
三
七
氏
を
訪
ね
た
と
き
に
記
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
前
掲
「
書
誌
学
」
ニ
ノ
五
～
六
　
昭
和
九
年
）
。

　
そ
こ
で
、
本
巻
二
二
と
セ
ッ
ト
で
収
め
ら
れ
た
金
沢
文
庫
蔵
宋
版
「
宗
論
録
」

の
現
状
を
把
握
す
べ
く
、
論
者
に
よ
る
現
物
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
金
庫
か

ら
運
び
出
し
て
い
た
だ
い
た
資
料
は
、
一
見
す
る
だ
に
破
損
が
進
ん
で
お
り
保
存

状
態
が
よ
く
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
。
西
岡
学
芸
課
長
も
、
文
化
財
と
し
て
の
価

値
の
低
下
を
心
配
、
た
い
へ
ん
憂
慮
し
て
お
ら
れ
た
。
本
家
の
金
沢
文
庫
蔵
宋
版

「
宗
鏡
録
」
に
比
べ
、
愛
媛
大
所
蔵
の
宋
版
「
宗
鏡
録
」
巻
二
二
は
相
当
保
存
状

態
が
よ
く
、
同
大
学
附
属
図
書
館
員
が
制
作
し
た
カ
ラ
ー
写
真
帖
を
お
見
せ
す
る

と
、
西
岡
学
芸
課
長
は
、
将
来
ぜ
ひ
拝
借
し
た
い
と
漏
ら
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　
参
考
ま
で
に
、
愛
大
蔵
「
宗
論
録
」
巻
二
二
（
旧
金
沢
文
庫
）
の
書
誌
情
報
を

記
し
て
お
く
。

外
題
・
歯
茎
　
な
し

蔵
書
印
　
東
寺
図
書
（
蔵
書
印
の
意
味
は
不
明
。
）

装
丁
　
折
本

冊
数
　
一
冊

書
型
縦
二
八
㎝
、
横
一
一
㎝

　
　
　
匡
廓
　
上
下
単
辺
　
左
右
辺
な
し
、
行
界
（
罫
・
界
線
）
も
な
し
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各
折
　
六
行
×
一
七
字

　
　
　
六
折
×
十
二
紙
＋
最
後
の
第
十
三
紙
は
三
折
（
計
七
五
折
）

刻
工
師
紙
番
号
一
の
版
心
（
盈
）
、
二
（
林
寺
）
、
三
（
寅
？
）
、
四
（
ナ

　
　
　
　
シ
）
、
五
（
ナ
シ
）
、
六
（
尭
）
、
七
（
告
達
）
、
八
（
ナ
シ
）
、
九

　
　
　
　
（
盈
）
、
十
（
習
全
）
、
十
一
（
保
）
、
十
二
（
単
元
）

　
　
　
　
第
十
三
紙
（
十
三
家
部
元
）

版
心
の
表
記
例
　
（
富
　
二
十
一
巻
　
九
　
盈
V
（
富
　
二
十
二
巻
　
十
一

保
）
な
ど
と
記
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
「
二
十
一
巻
」
は
「
二
十
二
巻
」
の

彫
り
誤
り
。

　
　
　
＊
こ
こ
で
い
う
無
心
だ
が
、
通
常
の
よ
う
な
条
線
は
な
く
、
折
れ
目

　
　
　
　
の
芯
の
左
右
の
わ
ず
か
な
余
白
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
「
富
」
は

　
　
　
　
千
字
文
の
函
号
。

四
　
愛
大
蔵
「
宗
鏡
録
」
と
関
連
す
る
調
査
報
告

　
ち
な
み
に
、
論
者
が
調
査
し
た
宮
内
庁
図
書
寮
の
宋
版
「
宗
鏡
録
」
に
つ
い
て

も
記
し
て
お
く
。
同
図
書
寮
に
は
、
ほ
ぼ
完
備
す
る
「
砒
盧
蔵
」
を
一
セ
ッ
ト
保

存
し
て
い
る
が
、
巻
二
二
は
題
記
な
し
で
三
〇
×
＝
㎝
、
大
き
さ
は
天
地
が
二

㎝
大
き
い
。
た
だ
し
こ
れ
が
元
の
原
寸
だ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

愛
大
蔵
鈴
鹿
文
庫
本
は
、
右
述
し
た
よ
う
に
経
師
・
木
代
藤
兵
衛
が
装
丁
し
直
し

た
だ
け
で
、
版
木
は
ま
っ
た
く
同
一
で
あ
る
。
ま
た
重
文
の
指
定
は
な
い
。
宮
内

庁
の
文
化
財
は
、
国
宝
・
重
文
の
指
定
を
取
ら
な
い
の
が
慣
例
と
、
中
村
一
紀
図

書
課
出
納
長
は
説
明
さ
れ
た
。
じ
つ
は
中
村
氏
は
も
と
金
沢
文
庫
に
勤
務
し
、
こ

の
宋
版
一
切
経
の
重
文
指
定
を
受
け
た
時
の
主
任
を
務
め
ら
れ
た
方
と
、
こ
の
時

お
聴
き
し
た
。
中
村
氏
の
見
立
て
に
よ
る
と
、
鈴
鹿
文
庫
の
方
が
刷
り
が
き
れ
い

な
の
で
、
宮
内
庁
本
よ
り
一
年
く
ら
い
前
の
も
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
ま
た
邪
東
風
助
教
授
の
調
査
し
た
宋
版
「
弓
台
録
」
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
。

ω
大
阪
図
書
館
蔵
宋
版
「
三
毛
録
」
巻
二
四

　
　
千
字
文
函
号
「
富
」
、
全
二
十
紙
、
紙
六
折
、
六
行
、
一
七
字
。
な
お
第

　
　
十
｝
紙
は
五
折
、
第
二
十
紙
は
三
折
。

　
　
船
守
師

　
　
　
紙
番
号
｝
（
不
明
）
、
二
（
老
）
、
三
（
林
通
刀
）
、
四
（
郭
正
）
、
五
（
程

　
　
　
　
　
　
亨
）
、
六
（
林
又
？
）
、
七
（
ナ
シ
）
、
八
（
王
景
）
、
九
（
林
士
？
）
、

　
　
　
　
　
　
十
（
厚
）
、
十
一
（
彦
）
、
十
二
（
習
全
〉
、
十
三
（
正
）
、
十
四

　
　
　
　
　
　
（
才
全
）
、
十
五
（
林
通
）
、
十
六
（
契
？
）
、
十
七
（
王
大
）
、

　
　
　
　
　
　
十
八
（
ナ
シ
）
、
十
九
（
郭
正
）
、

　
　
　
第
二
十
紙
（
二
十
早
尾
）

　
　
　
虫
食
い
あ
り
、
修
復
済
み
。

吻
京
都
大
学
図
書
館
蔵
宋
版
「
宗
鏡
録
」
巻
六
四
（
谷
村
文
庫
）

　
　
千
字
文
函
号
「
軽
」
、
全
量
紙
、
十
六
折
り
、
六
行
、
一
七
字
。

　
　
刻
工
師

　
　
　
紙
番
号
一
（
井
？
通
）
、
二
（
介
）
、
三
（
厚
）
、
四
（
ナ
シ
）
、
五
（
陳

　
　
　
　
　
　
通
）
、
六
（
陳
昌
）
、
七
（
内
？
）
、
　
　
　
八
（
習
全
）

　
　
　
第
九
紙
（
晶
系
尾
昴
）

　
　
　
（
な
お
京
都
大
学
図
書
館
に
は
、
宋
版
「
宗
鏡
録
」
巻
三
六
も
あ
る
。

　
　
　
旧
金
沢
文
庫
蔵
。
未
調
査
）

　
　
　
虫
食
い
あ
り
、
修
復
済
み
。

周
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
宋
版
「
宗
室
録
」
巻
四
七

　
　
千
字
文
暗
号
「
駕
」
、
全
十
五
紙
、
甚
六
折
、
六
行
、
一
七
字
。

　
　
刻
工
師

　
　
　
紙
番
号
一
（
仕
）
、
二
（
添
？
）
、
三
（
？
）
、
四
（
？
）
、
五
（
嘉
元
？
）
、

　
　
　
　
　
　
六
（
廣
）
、
七
（
知
求
？
）
、
八
（
昌
昌
）
、
九
（
回
覧
）
、
十
（
？
）
、

　
　
　
　
　
　
十
一
（
盛
）
、
十
二
（
盈
？
）
、
十
三
（
盛
）
、
十
四
（
李
質
）
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第
十
五
紙
（
十
五
紙
尾
）

虫
食
い
あ
り
、
修
復
済
み
。

五
　
愛
大
蔵
「
中
品
含
経
」
巻
五
六
に
つ
い
て

　
「
阿
含
経
」
は
「
あ
ご
ん
き
ょ
う
」
「
あ
ご
ん
ぎ
ょ
う
」
な
ど
と
読
む
。
阿
含
の

語
源
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
パ
ー
リ
語
の
ア
ー
ガ
マ
で
、
こ
の
漢
字
は
そ
の
音

写
で
あ
る
。
伝
承
さ
れ
た
教
説
、
ま
た
そ
の
集
成
の
意
味
と
い
う
。
紀
元
前
四
世

紀
か
ら
紀
元
前
一
世
紀
に
か
け
て
、
徐
々
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
初
期
仏

教
の
教
典
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
釈
迦
入
滅
後
、
二
葉
や
血
路
を
は
じ
め
と
す
る
弟

子
達
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
教
典
の
一
つ
で
あ
る
。
「
中
阿
含
経
」
と
は
、
「
阿

含
経
」
の
う
ち
で
中
く
ら
い
の
長
さ
の
経
を
収
録
し
た
も
の
を
指
し
、
全
六
〇
巻

あ
る
。

　
で
は
、
愛
媛
大
学
所
蔵
の
「
中
門
含
経
」
巻
五
六
は
、
ど
ん
な
テ
キ
ス
ト
な
の

か
。
ま
ず
巻
頭
に
題
記
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
「
草
聖
三
年
五
月
　
東
禅
寺
」
と
記

す
。
つ
ま
り
北
宋
・
哲
宗
の
一
〇
九
六
年
に
あ
た
る
。
縦
二
八
×
横
一
一
㎝
で
、

「
三
聖
寺
」
と
い
う
二
重
丸
の
朱
の
蔵
書
印
が
あ
る
。
こ
の
三
聖
寺
だ
が
、
京
都

市
東
山
区
に
あ
っ
た
寺
院
で
鎌
倉
初
期
の
建
立
。
現
在
は
、
愛
染
堂
（
室
町
時
代

建
立
、
禅
宗
様
。
東
福
寺
山
内
）
が
残
る
。
開
創
時
（
一
二
四
九
～
】
二
五
六
年

頃
）
に
、
沙
弥
行
蓮
に
よ
っ
て
一
切
経
が
納
め
ら
れ
た
が
、
一
八
○
八
年
、
三
聖

寺
の
経
蔵
を
撤
去
し
た
際
に
、
近
江
の
学
僧
・
佐
々
木
海
量
が
所
有
す
る
こ
と
と

な
り
、
そ
の
後
各
所
に
分
散
し
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
愛
媛
大
学
所
蔵
の
も
の
は

そ
の
中
の
一
巻
で
あ
る
。
ま
た
「
三
聖
寺
」
朱
印
を
捺
印
す
る
「
崇
寧
蔵
」
本
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ェ
ン
チ
ン

北
京
大
学
図
書
館
お
よ
び
米
国
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
燕
京
図
書
館
に
も
あ
る
。

た
ま
た
ま
論
者
が
、
中
国
印
刷
文
化
の
大
家
・
張
秀
民
著
『
挿
図
珍
蔵
増
訂
版

中
国
印
刷
史
』
（
港
江
古
諺
出
版
社
　
二
〇
〇
六
）
上
巻
を
読
ん
で
い
た
時
、
前

者
の
図
版
が
六
五
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介

し
て
お
く
。

　
で
は
、
い
つ
刷
ら
れ
た
の
か
だ
が
、
東
禅
寺
と
題
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
崇
寧
蔵

系
だ
が
、
題
記
通
り
の
紹
聖
三
年
の
も
の
で
は
な
く
、
後
に
補
修
さ
れ
た
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
が
く

思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
「
広
東
筆
使
寺
正
曽
藍
」
の
名
が
墓
所
か
に
見
え
る

こ
と
に
よ
る
。
今
そ
れ
を
す
べ
て
列
挙
す
る
と
、

紙
番
号
四
の
五
心
↓
（
広
東
筆
使
寺
正
丁
字
捨
）

　
　
　
六
の
乱
心
↓
（
広
東
運
使
寺
正
曽
轟
捨
）

　
　
　
七
の
版
心
↓
（
広
東
論
陣
寺
正
野
語
捨
）

　
　
　
八
の
版
心
↓
（
広
東
運
送
寺
運
曽
霊
捨
）

　
　
　
十
四
の
末
尾
↓
（
広
東
運
使
寺
正
曽
麗
捨
）

　
こ
の
曽
題
（
？
～
一
二
二
六
）
と
は
、
一
二
～
一
三
世
紀
の
南
宋
の
人
物
で
、

字
を
子
粛
と
い
い
福
建
の
土
車
の
出
身
、
煕
寧
四
（
二
九
三
）
年
の
進
士
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
ち
ん
ふ
く

る
。
そ
の
事
跡
は
、
陳
応
「
復
斎
集
運
判
二
面
墓
誌
」
に
詳
し
い
。
漢
詩
に
詳
し

い
人
な
ら
、
郭
子
達
輯
の
宋
刻
本
「
九
家
集
注
杜
詩
」
の
重
刻
者
と
し
て
有
名
な

人
物
で
あ
り
、
ま
た
同
本
が
わ
が
国
の
静
嘉
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
そ
の
名
を
知
っ
て
い
る
方
も
あ
ろ
う
。
一
方
、
東
禅
寺
版
の
二
回
目
の
補
修

が
行
わ
れ
た
の
が
、
寧
宗
の
欄
干
二
年
（
一
一
九
六
）
前
後
と
さ
れ
る
か
ら
、
曽

麗
の
生
没
年
か
ら
類
推
し
て
お
そ
ら
く
そ
の
頃
印
刷
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
崇
寧
蔵
系
の
南
宋
改
修
版
と
断
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
曽
語
と
い
う
名
は
、
他
の
仏
典
に
も
見
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

「
首
榜
厳
経
義
海
」
巻
二
七
巻
尾
の
至
聖
に
い
う
、

　
朝
議
大
夫
広
南
東
路
歩
運
判
官
曽
霊
、
敬
亘
理
資
、
就
東
禅
大
蔵
経
板
内
、

掠
出
朽
叢
漫
滅
、
有
妨
又
又
者
、
重
加
刊
換
、
永
久
流
通
。

　
宝
冠
就
年
丙
戌
四
月
日
洛
南
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つ
ま
り
、
曽
藍
が
お
布
施
を
提
供
し
て
東
禅
寺
の
大
蔵
経
の
中
で
、
虫
食
い
に

や
ら
れ
破
損
状
態
が
ひ
ど
く
、
「
看
調
」
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
選
び
出

し
、
も
う
一
度
補
修
し
て
重
便
し
末
永
く
出
回
る
よ
う
に
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

「
宝
慶
式
年
」
と
は
、
一
二
二
六
年
に
あ
た
る
。

参
考
ま
で
に
、
愛
大
蔵
「
中
阿
含
経
」
巻
五
六
の
書
誌
情
報
を
記
し
て
お
く
。

外
題
・
題
籏
な
し

見
返
し
　
な
し

蔵
書
印
　
三
聖
寺
　
（
折
れ
で
数
え
て
一
・
四
一
・
八
二
の
三
箇
所
に
、
二

重
丸
の
朱
印
）

装
丁
　
折
本

冊
数
　
一
冊

書
型
　
縦
二
八
㎝
、
　
横
＝
㎝

　
匡
廓
　
上
下
単
辺
　
左
右
辺
な
し
、
行
界
（
罫
・
界
線
）
も
な
し

　
層
塔
　
六
行
×
一
七
字

刻
工
師

　
　
　
　
紙
番
号
一
～
二
の
翻
心
（
似
⊥
一
巻
　
陳
立
刀
〉
、
三
（
陳
廻
）
、

　
　
　
　
四
（
祐
）
、
五
（
薫
辛
）
、
六
（
宗
）
、
七
（
祐
）
、
八
（
昌
）
、
九

　
　
　
　
（
太
）
、
十
（
太
）
、
十
一
（
不
明
）
、
十
二
（
不
明
）
、
十
三
（
丁

　
　
　
　
巡
方
）
、
十
四
（
先
）

　
　
　
　
第
十
四
紙
の
末
尾
　
「
十
四
昏
尾
」
（
紙
終
り
の
意
）

詩
心
の
表
記
例
　
（
似
・
六
巻
　
四
　
祐
）
（
似
・
六
巻
　
十
　
太
）
な
ど
と

　
　
　
　
　
　
　
記
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
「
六
巻
」
は
「
五
十
六
巻
」
を

　
　
　
　
　
　
　
略
し
て
彫
っ
た
も
の
。

巻
首
題
記
「
福
州
東
禅
等
覚
院
住
持
○
○
沙
門
智
賢
聖
募
衆
縁
恭
為

　
　
　
今
上
皇
帝
祝
延
　
　
　
聖
群
落
郡
官
僚
同
資
霊
位
冷
血
」

　
　
大
蔵
経
印
板
計
五
百
飴
函
　
　
　
時
紹
聖
三
年
五
月
　
日
謹
題

中
阿
含
経
巻
第
五
十
六
　
　
　
「
東
禅
経
局
」
の
印
　
似

葛
紹
印
造

六
折
×
十
三
紙
＋
最
後
の
第
十
四
紙
は
四
折
　
（
計
八
二
折
〉

六
　
そ
の
他
の
宋
版
「
中
阿
含
経
」
の
調
査
結
果

　
論
者
は
金
沢
文
庫
の
宋
版
「
中
阿
含
経
」
を
調
査
、
そ
の
結
果
、
金
沢
文
庫
に

は
巻
五
六
が
架
蔵
さ
れ
て
お
り
、
愛
大
蔵
本
が
金
沢
文
庫
か
ら
の
流
失
で
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
。
版
木
は
愛
大
版
と
ま
っ
た
く
同
一
で
、
天
地
が
裁
断
さ
れ
て
い

て
二
八
×
三
㎝
で
あ
る
。
金
沢
文
庫
の
朱
印
が
あ
り
、
国
の
重
文
指
定
を
受
け

て
い
る
。
た
だ
し
、
保
存
状
態
は
愛
媛
大
学
蔵
の
方
が
良
好
で
あ
る
。
カ
ラ
ー
写

真
を
見
た
西
岡
芳
文
学
芸
課
長
は
、
こ
れ
も
将
来
ぜ
ひ
拝
借
し
た
い
と
述
べ
ら
れ

た
。　

ま
た
宮
内
庁
本
も
調
査
、
こ
れ
に
は
題
記
は
な
く
、
縦
横
は
三
〇
×
＝
㎝
で

自
記
が
な
い
以
外
、
版
木
は
愛
大
震
と
同
一
だ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
の
宋
版
「
中
主
含
経
」
の
所
蔵
先
を
調
査
し
て
い
く
過
程

で
、
そ
の
中
に
愛
知
県
の
本
源
寺
の
名
が
見
つ
か
っ
た
。
そ
れ
を
同
僚
の
那
東
風

助
教
授
に
調
査
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
内
容
が
愛
大
版
と
同
系
列
の
も
の

で
あ
る
こ
と
が
判
明
。
す
な
わ
ち
本
源
豆
蔵
の
「
中
阿
含
経
」
に
も
、
「
広
東
運

使
寺
上
曽
藍
」
の
名
が
見
え
る
し
、
「
三
聖
寺
」
の
二
重
丸
の
朱
印
も
同
一
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
調
査
結
果
を
要
約
す
る
。

　
本
源
寺
は
宋
版
一
切
経
を
二
千
二
百
余
帖
（
東
禅
等
覚
院
と
開
元
禅
寺
の
混

交
）
を
所
蔵
。
前
述
の
よ
う
に
近
江
の
学
僧
・
佐
々
木
海
量
の
覚
勝
寺
が
所
有
し
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た
も
の
を
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
、
本
源
寺
が
譲
り
受
け
て
以
来
、
二
百
年

近
く
保
管
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
「
中
阿
含
経
」
は
計
二
九
帖
あ

る
（
巻
二
・
五
～
八
二
〇
～
＝
二
・
一
五
・
一
六
・
一
八
・
二
二
・
二
五
・
三

一
・
三
二
・
三
四
～
三
九
・
四
二
・
四
四
～
四
七
・
四
九
・
五
〇
）
。
た
だ
し
虫

食
い
や
破
損
が
ひ
ど
く
保
存
状
態
は
大
破
か
不
良
と
い
う
状
態
に
あ
る
。
昭
和
五

三
～
五
四
年
に
か
け
て
、
同
朋
学
園
仏
教
文
化
研
究
所
に
よ
る
「
本
源
寺
宋
版
↓

切
経
調
査
」
が
行
わ
れ
、
報
止
呈
臼
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
詳
し
く
は
そ
れ
に

譲
る
が
、
計
二
九
帖
の
う
ち
か
な
り
が
東
禅
寺
版
（
崇
寧
蔵
）
で
あ
る
こ
と
、
巻

三
九
の
巻
首
二
百
に
「
紹
聖
三
年
五
月
」
と
あ
る
こ
と
、
巻
四
七
・
四
九
・
五
〇

に
「
広
東
運
使
端
正
曽
墨
」
の
名
が
見
え
る
こ
と
、
ほ
と
ん
ど
の
巻
に
三
聖
寺
の

朱
印
が
あ
り
（
な
い
の
は
四
帖
の
み
）
そ
の
形
状
も
同
一
で
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
、

愛
大
本
は
本
源
寺
本
と
も
と
は
ワ
ン
セ
ッ
ト
の
も
の
だ
っ
た
と
分
か
る
。
ち
な
み

に
、
本
源
寺
の
宋
版
一
切
経
は
、
昭
和
五
八
年
、
愛
知
県
の
指
定
文
化
財
を
受
け

て
い
る
。

　
邪
東
風
助
教
授
の
調
査
し
た
こ
の
ほ
か
の
宋
版
「
酔
醒
含
経
」
の
調
査
結
果
の

概
要
は
、
以
下
の
通
り
。

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
宋
版
「
中
言
心
経
」

　
　
南
宋
の
資
福
蔵
（
圓
覚
蔵
と
も
い
う
）
の
も
の
で
、
計
九
巻
を
蔵
す
。
一

　
紙
五
折
り
、
六
行
、
一
七
字
。
巻
四
（
全
二
二
紙
）
、
巻
七
（
全
二
三
紙
）
。

　
巻
一
四
（
全
二
〇
紙
）
、
巻
一
六
（
第
五
紙
か
ら
第
二
十
二
紙
ま
で
計
一
八

　
紙
）
、
巻
一
・
兀
　
（
全
二
二
紙
）
、
巻
二
〇
　
（
全
一
⊥
ハ
紙
）
、
巻
二
一
　
（
全
↓
】
］

　
紙
）
、
巻
二
二
（
第
二
紙
か
ら
第
十
六
紙
ま
で
の
計
一
五
紙
）
、
巻
二
七
（
全

　
一
六
紙
）
。

　
　
愛
大
蔵
の
宋
版
「
中
鷺
含
経
」
と
は
だ
い
ぶ
異
な
る
。

お
わ
り
に

　
最
後
に
、
印
刷
の
歴
史
上
か
ら
見
た
愛
媛
大
学
蔵
宋
版
の
意
義
を
考
え
て
み
た

い
。
中
国
印
刷
史
を
概
略
す
る
と
、
ま
ず
印
璽
や
印
章
で
捺
す
る
と
い
う
素
朴
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

方
法
か
ら
始
ま
り
、
つ
い
で
階
末
～
立
面
の
頃
に
な
る
と
刷
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア

が
誕
生
。
そ
れ
は
石
碑
に
刻
さ
れ
た
文
字
を
そ
の
ま
ま
拓
本
に
と
る
と
い
う
発
想

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
現
存
す
る
最
古
の
拓
本
は
、
敦
焼
出
±
の
「
温
泉
銘
」

な
ど
で
あ
る
。
や
が
て
見
や
す
く
小
型
化
さ
れ
た
木
版
印
刷
術
が
誕
生
。
そ
の
世

界
最
古
の
印
刷
物
は
、
製
作
年
代
が
明
確
な
も
の
と
し
て
は
、
日
本
の
「
百
万
塔

陀
羅
尼
経
」
が
あ
り
、
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
四
月
完
成
で
法
隆
寺
蔵
で
あ
る
。

ま
た
不
明
確
な
も
の
と
し
て
は
、
韓
国
の
「
無
垢
浄
光
大
陀
羅
尼
経
」
が
あ
り
、

慶
州
の
仏
国
寺
の
釈
迦
塔
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
お
よ
そ
七
五
一
～
数
年
内
の
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。
年
紀
の
明
ら
か
な
中
国
現
存
の
最
古
の
印
刷
物
は
、
唐
・
諮
宗

の
成
通
九
年
（
八
六
八
）
「
金
剛
般
若
波
羅
密
教
」
で
あ
る
。

　
発
明
直
後
の
木
版
印
刷
は
、
民
間
や
寺
院
が
利
用
す
る
だ
け
で
支
配
階
級
は
重

視
し
な
か
っ
た
が
、
五
代
十
国
の
頃
に
中
国
の
印
刷
文
化
隆
盛
の
基
礎
が
作
ら

れ
、
木
版
印
刷
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
は
じ
め
て
政
府
が
関
わ
る
よ
う

に
な
っ
て
く
る
。
が
、
現
存
す
る
も
の
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
。
も
っ
と
も
有
名

な
の
が
、
後
唐
の
宰
相
・
薦
道
（
八
八
二
～
九
五
四
）
の
「
九
経
」
な
ど
で
あ
る
。

能
書
家
に
版
下
を
書
か
せ
、
版
木
彫
り
の
名
工
を
集
め
て
開
板
を
行
わ
せ
た
。
二

二
年
か
か
っ
た
。
こ
れ
が
中
国
の
儒
教
経
典
の
最
初
の
印
刷
に
し
て
、
勅
版
の
始

ま
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
本
は
伝
わ
ら
な
い
。

　
北
宋
の
太
祖
・
趙
匡
胤
（
在
位
、
九
六
〇
～
九
七
六
）
は
、
開
宝
四
年
（
九
七

一）

A
蜀
の
成
都
で
「
一
切
経
」
を
開
板
さ
せ
、
一
三
年
か
か
っ
て
第
二
代
太
宗

の
太
平
興
国
八
年
（
九
八
三
）
に
完
成
。
「
諸
掛
一
切
経
」
と
称
さ
れ
る
。
こ
の

版
木
を
首
都
の
沐
京
に
移
し
て
印
刷
、
中
国
最
初
の
官
板
コ
切
経
」
の
出
現
で

あ
る
。
そ
れ
は
中
国
の
各
寺
の
ほ
か
、
高
麗
や
契
丹
・
日
本
に
も
分
け
ら
れ
た
。
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ち
ょ
う
ね
ん

日
本
に
は
、
東
大
寺
の
齎
然
（
九
三
八
～
一
〇
一
六
）
が
入
宋
し
、
帰
国
す
る

際
、
太
宗
に
謁
見
し
た
と
き
に
下
賜
さ
れ
た
が
、
現
在
は
伝
わ
ら
な
い
。
こ
の
「
蜀

版
一
切
経
」
は
、
第
六
代
神
宗
の
煕
寧
四
年
（
一
〇
七
一
）
の
と
き
に
、
再
度
印

刷
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
が
、
京
都
の
南
禅
寺
（
「
仏
本
行
生
経
」
里
並
一
九
）

と
東
京
の
書
道
博
物
館
（
同
様
の
遺
巻
）
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
、
以
後
各
地
で
私
版
の
＝
切
経
」
が
印
刷
。
神
宗
の
元

豊
三
年
（
一
〇
八
○
）
、
福
州
の
東
禅
寺
等
覚
院
で
皿
板
、
五
年
か
か
っ
て
第
八

代
徽
宗
の
崇
高
二
年
（
一
一
〇
三
）
に
完
成
。
こ
れ
が
東
禅
寺
版
で
あ
り
、
ま
た

崇
古
聖
と
も
い
う
。
徽
宗
の
政
和
二
年
（
一
一
一
二
）
か
ら
南
宋
初
年
の
第
一
〇

代
高
年
の
紹
興
二
一
年
（
＝
五
一
）
に
か
け
て
、
座
州
の
開
元
寺
で
解
板
。
こ

れ
を
開
元
寺
版
と
い
い
、
ま
た
砒
盧
蔵
と
も
い
う
。
そ
の
他
、
思
記
田
（
畑
江
省

湖
州
）
、
磧
砂
嵐
（
江
蘇
省
呉
県
）
な
ど
も
あ
る
。
愛
媛
大
の
宋
版
は
、
歴
史
的

に
は
こ
の
線
上
に
位
置
す
る
。

　
今
日
、
専
心
刊
本
と
見
な
せ
る
も
の
は
ご
く
少
な
く
、
仏
典
以
外
で
は
一
〇
点

程
度
し
か
現
存
し
な
い
。
理
由
は
、
（
一
）
長
い
年
月
が
経
っ
た
と
い
う
こ
と
、
（
二
）

北
宋
が
金
に
制
圧
さ
れ
、
第
九
代
田
屋
の
靖
康
の
変
（
一
一
二
七
）
に
際
し
て
、

版
木
や
印
刷
書
な
ど
が
略
奪
さ
れ
、
北
に
持
ち
去
ら
れ
た
こ
と
に
も
よ
る
。
た
ま

た
ま
南
宋
に
残
っ
た
も
の
は
、
覆
刻
に
使
用
さ
れ
て
原
形
を
留
め
得
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。
版
木
の
彫
り
方
だ
が
、
何
人
か
の
刻
工
が
共
同
し
て
行
う
。
一
つ
の
巻

の
初
め
か
ら
二
～
三
丁
ず
つ
受
け
持
ち
、
一
日
で
一
人
の
刻
工
が
一
丁
半
か
ら
二

丁
彫
る
と
し
て
、
刻
下
一
〇
人
で
か
か
れ
ば
み
な
腕
の
よ
い
職
人
ば
か
り
な
の

で
、
一
巻
三
〇
丁
前
後
な
ら
一
日
半
か
ら
二
日
で
彫
り
上
げ
る
。
彫
り
賃
は
字
数

に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
。
宋
版
の
刻
工
者
の
氏
名
は
、
長
澤
規
矩
也
の
「
宋
刊
本

刻
工
名
表
初
稿
」
「
宋
刊
本
刻
工
名
表
」
（
『
長
澤
規
矩
也
著
作
集
』
第
三
巻
「
宋

元
版
の
研
究
」
二
九
八
三
）
な
ど
に
計
】
、
七
〇
〇
人
を
掲
げ
て
い
る
が
、
張

秀
民
は
さ
ら
に
七
〇
〇
人
を
追
加
（
前
掲
『
中
国
印
刷
史
』
）
、
そ
の
全
体
像
を
よ

り
詳
細
に
し
て
い
る
。
ま
た
版
下
は
ふ
つ
う
能
筆
の
同
一
人
物
が
書
く
が
、
こ
れ

を
写
工
と
い
い
有
名
な
文
人
が
書
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
印

刷
史
か
ら
見
て
、
皆
様
に
出
版
さ
れ
た
宋
版
コ
切
経
」
が
、
東
ア
ジ
ア
に
伝
え

ら
れ
た
「
唐
物
」
の
う
ち
、
仏
教
経
典
の
集
大
成
し
た
も
の
と
し
て
代
表
的
な
遺

品
で
あ
り
、
ま
た
中
国
の
教
典
出
版
事
業
の
実
態
お
よ
び
日
中
の
文
物
・
文
化
交

流
の
理
解
に
寄
与
す
る
所
要
で
あ
る
の
は
論
を
侯
た
な
い
。

　
以
上
を
総
ず
る
に
、
愛
媛
大
学
所
蔵
宋
版
一
切
経
は
、
「
藩
儒
録
」
巻
二
二
が
、

南
宋
時
代
一
二
世
紀
前
半
頃
に
開
元
寺
で
印
刷
さ
れ
（
砒
盧
蔵
）
、
ま
た
「
中
阿

含
経
」
巻
五
六
は
、
同
豊
頃
に
東
禅
寺
で
印
刷
さ
れ
た
（
崇
寧
蔵
）
貴
重
な
も
の

で
あ
る
。
こ
と
に
「
宗
二
十
」
巻
二
二
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
、
弘
長
元
年
（
一
二

六
一
）
に
、
金
沢
文
庫
を
創
建
し
た
北
条
実
時
自
身
が
中
国
に
使
者
を
使
わ
し
求

め
、
一
門
の
菩
提
寺
で
あ
る
称
名
寺
に
寄
進
し
た
も
の
の
一
部
と
い
う
、
歴
史
的

に
も
う
一
つ
の
由
緒
を
有
す
る
。
現
在
、
わ
が
国
の
書
誌
学
の
第
一
人
者
で
あ
る

慶
応
大
学
斯
道
文
庫
の
高
橋
智
氏
と
た
ま
た
ま
こ
の
こ
と
を
話
し
た
折
、
「
ド
ラ

マ
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
金
沢
文
庫
は
、
こ

の
「
宗
鏡
録
」
も
含
め
て
宋
版
一
切
経
す
べ
て
に
つ
い
て
国
の
重
要
文
化
財
の
指

定
を
受
け
て
い
る
が
、
金
沢
文
庫
・
宮
内
庁
所
蔵
の
宋
版
「
脚
質
録
」
に
比
べ
て

も
、
愛
媛
大
学
蔵
は
保
存
状
態
が
よ
く
貴
重
な
文
化
財
で
あ
り
、
資
料
的
価
値
が

高
い
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
最
後
に
付
言
し
た
い
。
今
回
、
愛
媛
大
学
と
中
国
社
会
科
学
院
の
何
梅
教
授
、

お
よ
び
「
大
蔵
経
」
史
研
究
の
第
一
人
者
・
方
広
鋸
教
授
ら
と
の
連
携
協
力
に
よ

り
、
宋
版
仏
典
の
調
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
時
宜
に
か
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
仲
介
の
労
を
と
っ
た
愛
媛
大
学
の
那
東
風
助
教
授
、
な
ら
び
に
そ

れ
を
支
援
し
た
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
の
意
欲
的
な
姿
勢
を
、
こ
こ
に
特
に
記
し

て
お
く
も
の
で
あ
る
。
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